むつ かしい 問題に ぶっかって、 巳 之 助が 頭 を ひねつ 

ています と、 久江は 他人 事の ように 言いました。 

「男の くせに、 そんなの が 分らない の ご 

それで 〔# 「 それで」 は 底本で は 「それで 匕、 諍いと 

なりました。 

問題が あまり 容易い と、 巳 之 助 は 不満で、 軽蔑した 

ように 言いました。 

「こんな もの は、 小学校の 問題で、 くだらない よご 

それで、 また 諍いと なりました。 

そうした 諍いの あと、 或る時、 久江 はほんと に 怒つ 

た 顔 をして、 ぶいと 庭へ 出て 行きました。 そしてい つ 



最初の 大 震動の 後、 柴 田家の 人た ち は椎の 木の そばに 

集りました。 余震 は 頻繁に 起って、 屋内 は 危険でした。 

夜になる と、 椎の 木の 根本に 蓆と 蓮と 布団 を 敷いて、 

野宿 をし ました。 両隣り の 家の人た ち も、 そこに 野宿 

に 来ました。 次の 夜 も、 同じ 野宿 〔# 「野宿」 は 底本で 

は 「野原 匕 が 続きました。 

この 野宿の 時、 七 歳になる 幹 夫 は、 殆んど 眠らな かつ 

たようでした。 二人の 姉 はよ く 眠って いるのに、 幹 夫 

だけ は、 いつも 眼 を ぱっちり 開いて いました。 久 江が 

いくら 寝かしつ けようと しても、 幹 夫 はまた 眼 を 見開 

きました …… 。 



上な もんで、 いつも 凉 しい 風が ございま すよ。 中に 空 

洞 さえなければ、 申し分ありません が、 勢の いい 木で 

したから、 案ずる ほどの こと はありますまい。 切株 を 

二三 尺。 なるほど、 わたくし も そこまで は 考えません 

でした ご 

「それだけ だ。 頼む よご 

「宜し ゆう) J ざいます。」 

栗 野 老人 は 巳 之 助の 顔色 を 窺いました。 なにやら 苦 

悩めいた 表情が ありました。 それ を 見て取って、 栗 野 

老人 は 辞し 去りました。 

巳 之 助 はなお 暫く 坐って いました。 頰の 肉に 軽く 震 



れ ました。 それ を 心で 見つめて いますと、 時間が 止つ 

たような 工合に なりました。 

「美智 子ち やん …… 美智 子ち や ー ん …… ご 

中 村 家の 子供が 二人、 庭で 美 智子を 呼びました。 美 

智子は その 方へ 行った ようでした。 そして 三人 は椎の 

木のと ころに 集った ようでした。 

そこで 彼等が してる 遊びの 一 つ を、 巳 之 助 は 知って 

いました。 —— 椎の 木の 樹皮が はがれて、 木質が 露出 

してる ところに、 彼等 は 白墨で いたずら 書き をし まし 

た。 それから 次に は、 ナイフ を 持ち出して、 そこに、 

各自の 名前 を、 片 K 名で 彫りつ け はじめました。 
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